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(57)【要約】
【課題】袋本体の開口端と、内視鏡に対し浄化用気体を
給排するためのチューブとのシール性を向上し得るよう
にする。
【解決手段】内視鏡を浄化するための内視鏡浄化用袋体
であって、内視鏡を収容可能とする収容部を備えた袋本
体と、浄化用流体が通過する浄化用チューブとを備え、
浄化用チューブは、浄化用流体を内視鏡に対して供給可
能な１本の流体供給用チューブと、浄化用流体を収容部
から排出可能な１本の流体排出用チューブとからなり、
流体供給用チューブおよび流体排出用チューブは、袋本
体を封止するシール部によって袋本体に取付けられ、流
体供給用チューブは袋本体に取付けられ該袋本体の内部
に延長されたチューブ本体と、内視鏡に設けられてその
内部に連通する複数の口部ごとに、袋本体の内部におい
て接続可能な接続部が、チューブ本体に設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を浄化するための内視鏡浄化用袋体であって、
　前記内視鏡を収容可能とする収容部を備えた袋本体と、浄化用流体が通過する浄化用チ
ューブとを備え、
　該浄化用チューブは、前記浄化用流体を前記内視鏡に対して供給可能な１本の流体供給
用チューブと、前記浄化用流体を前記収容部から排出可能な１本の流体排出用チューブと
からなり、
　前記流体供給用チューブおよび流体排出用チューブは、前記袋本体を封止するシール部
によって前記袋本体に取付けられ、
　前記流体供給用チューブは前記袋本体に取付けられ該袋本体の内部に延長されたチュー
ブ本体と、前記内視鏡に設けられてその内部に連通する複数の口部ごとに、前記袋本体の
内部において接続可能な接続部が、前記チューブ本体に設けられたことを特徴とする内視
鏡浄化用袋体。
【請求項２】
　前記複数の接続部は、前記チューブ本体から枝分かれされている請求項１に記載の内視
鏡浄化用袋体。
【請求項３】
　前記浄化用流体は、乾燥用気体および浄化用気体であり、
　前記接続部はその先端に、前記口部を覆う被覆部を備え、且つ前記接続部は、前記口部
から前記内視鏡の内部空間に導入される導入路の径に比べて大径の気体流路を備えて、前
記口を覆うことで前記口部に装着され、
　前記接続部を前記口部に装着した状態で、所定の気圧とされた前記浄化用気体が前記口
部の開口端面と前記気体流路の開口端面との間に侵入可能とされた請求項１または請求項
２に記載の内視鏡浄化用袋体。
【請求項４】
　前記浄化用気体は二酸化窒素である請求項３に記載の内視鏡浄化用袋体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を浄化するための内視鏡浄化用袋体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体内部を観察することを目的とした医療機器として、内視鏡がある。内視鏡は、内視
鏡本体を備え、内視鏡本体には、鉗子を挿入する挿入口部、空気や水を人体内部へ送り込
むための送気・送水ボタン、および人体内部の不純物などを吸引するための吸引ボタンを
取付ける取付口等が付設されている。
【０００３】
　ところで、使用後の内視鏡を洗浄するための内視鏡浄化用袋体が、特許文献１に提案さ
れている。特許文献１に記載の内視鏡用浄化袋体は、内視鏡を収容可能な袋本体と、袋本
体に収容された内視鏡の内部に洗浄液を供給するための供給チューブ、袋本体内の洗浄液
を排出するための排出チューブを備えている。
【０００４】
　排出チューブは一本であるのに対し、供給チューブは、前述の挿入口部、取付口から、
内視鏡本体の内部に別々に洗浄液を供給すべく複数本設けられている。そして供給チュー
ブは、袋本体の開口部の封止のためにこれがシールされる際に、袋本体の内外を連通する
よう開口部に装着される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２００９－１３１２９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のように、特許文献１に記載の内視鏡浄化用袋体では、複数本の供給チューブを備
え、これらが、開口部をシールする際に、袋本体の内外を連通するよう開口部に装着され
ている。このように、特許文献１に記載の内視鏡浄化用袋体では、複数本の供給チューブ
が設けられているために、その分だけシール性が低下してしまう。
【０００７】
　本発明は上記実情に鑑み、シール性を向上し得る内視鏡浄化用袋体の提供を目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、内視鏡を浄化するための内視鏡浄化用袋体であって、前記内視鏡を収容可能
とする収容部を備えた袋本体と、浄化用流体が通過する浄化用チューブとを備え、該浄化
用チューブは、前記浄化用流体を前記内視鏡に対して供給可能な１本の流体供給用チュー
ブと、前記浄化用流体を前記収容部から排出可能な１本の流体排出用チューブとからなり
、前記流体供給用チューブおよび流体排出用チューブは、前記袋本体を封止するシール部
によって前記袋本体に取付けられ、前記流体供給用チューブは前記袋本体に取付けられ該
袋本体の内部に延長されたチューブ本体を備え、該チューブ本体には、前記内視鏡に設け
られてその内部に連通する複数の口部ごとに、前記袋本体の内部において接続可能な接続
部が設けられたことを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、流体供給用チューブは袋本体の内部に延長されたチューブ本体に、
内視鏡の複数の口部ごとに袋本体の内部において接続可能な接続部が設けられており、流
体供給用チューブおよび流体排出用チューブはそれぞれ１本であるから、袋体のシール部
における浄化用チューブの取付け箇所を最少にしてシール性を確保したうえで、内視鏡の
複数の口部ごとに接続部を接続して流体供給用チューブ、浄化用チューブに浄化用流体を
通過させることにより、内視鏡が浄化される。
【００１０】
　前記複数の接続部は、前記チューブ本体から枝分かれされている構成を採用することが
できる。
【００１１】
　上記構成のように、接続部がチューブ本体から枝分かれしていれば、接続部を内視鏡の
口部に接続し易い。
【００１２】
　前記浄化用流体は、乾燥用気体および浄化用気体であり、前記接続部はその先端に、前
記口部を覆う被覆部を備え、且つ前記接続部は、前記口部から前記内視鏡の内部空間に導
入される導入路の径に比べて大径の気体流路を備えて、前記口部を覆うことで前記口部に
装着され、前記接続部を前記口部に装着した状態で、所定の気圧とされた前記浄化用気体
が前記口部の開口端面と前記気体流路の開口端面との間に侵入可能とされた構成を採用す
ることができる。
【００１３】
　上記構成によれば、接続部を口部に装着した状態で、所定の気圧とした浄化用気体が、
鍔状部と接続部との間に侵入すると、侵入した浄化用気体の衝撃力により、人手によらず
口部から接続部が離脱可能となり、口部から接続部が離脱すれば、口部および接続部の浄
化が可能となる。
【００１４】
　前記浄化用気体は二酸化窒素である構成を採用することができる。
【００１５】
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　浄化用気体として二酸化窒素を用いることで、内視鏡が確実に浄化される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、袋本体のシール性を向上し得るという優れた効果を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、内視鏡を袋本体に収納した状態を示す正面図。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に係る内視鏡浄化用袋体を示す正面図。
【図３ａ】図３ａは、接続部材に流体供給用チューブの接続部を接続した状態を示す断面
図。
【図３ｂ】図３ｂは、流体供給用チューブに高い圧力の流体を供給した場合の状態を示す
断面図。
【図３ｃ】図３ｃは、接続部材から流体供給用チューブの接続部が外れた状態を示す断面
図。
【図４】図４は、内視鏡を収納した状態の複数の袋本体を吊り下げた状態の浄化装置を示
す正面図。
【図５】図５は、図３の浄化装置の吊り下げ構造を示す拡大図。
【図６】図６は、流体給排用チューブおよび流体供給用チューブに流体装置を接続した状
態を示す概略図。
【図７】図７は、内視鏡の外部を乾燥用空気によって乾燥させる際の挟持機構の動作を示
す説明図。
【図８】図８は、流体供給用チューブの変形例を示した図であり、三つの接続部が平行し
た流体供給用チューブを示す。
【図９】図９は、流体供給用チューブの変形例を示した図であり、チューブ本体に三つの
接続孔が形成された流体供給用チューブを示す。
【図１０】図１０は、内視鏡の接続部材および流体供給用チューブの接続部の変形例であ
り、内視鏡の筒状の接続部材に流体供給用チューブの筒状の接続部が接続された状態を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態に係る内視鏡浄化用袋体について、図面を参照しつつ説明す
る。はじめに、内視鏡浄化用袋体を用いて浄化する対象である、内視鏡の概略構成を説明
する。内視鏡５は、図１および図３に示すように、内視鏡本体５０を備え、内視鏡本体５
０には、図示しない鉗子を挿入する挿入口部５１、空気や水を人体内部へ送り込むために
操作される送気・送水ボタンを取付ける第一取付口５２、および人体内部の不純物などを
吸引するために操作される吸引ボタンを取付ける第二取付口５３等が付設されている。
【００１９】
　挿入口部５１は、内視鏡本体５０に形成された、鉗子を本体内部に案内するための挿入
路５１０に連通する。第一取付口５２は、内視鏡本体５０に形成された、人体内部に流体
を流すための流体路５２０に連通する。第二取付口５３は、内視鏡本体５０に形成された
、人体内部の不純物などを吸引するための吸引路５３０に連通する。
【００２０】
　ここで、挿入口部５１、第一取付口５２、および第二取付口５３のうち、第一取付口５
２を例にとって説明する。図３ａに示すように、第一取付口５２は、内視鏡本体５０の側
面５０ａから内視鏡本体５０の内部に向かって形成された凹部５２ａを有する。第一取付
口５２の凹部５２ａには、接続部材５４が着脱可能に取り付けられる。該接続部材５４は
、前記凹部５２ａに嵌合する円筒状部５４０と、該円筒状部５４０の外周面に径外方向に
突設された円環状の鍔部５４１とを備える。
【００２１】
　円筒状部５４０には、軸方向に沿って断面円形状の導入路５４０ａが形成されている。
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内視鏡５の挿入口部５１に接続部材５４を取付けた場合、導入路５４０ａは挿入路５１０
に連通する。
【００２２】
　鍔部５４１は、内視鏡本体５０の側面５０ａから離れた位置にあって、前記側面５０ａ
に平行に配置された内側端面（平面）５４１ａと、該内側端面５４１ａから前記側面５０
ａとは反対側に軸方向に延長される周面５４１ｂと、内側端面５４１ａとは反対側に形成
され、内側端面５４１ａに対し平行に配置された外側端面（請求項３の口部の開口端面に
相当する）５４１ｃとを有する。鍔部５４１が前記側面５０ａから離間していることで、
内側端面５４１ａと前記側面５０ａとの間には、円環状の空間Ｓが形成されている（図３
ｃ参照）。
【００２３】
　つぎに、本実施形態に係る内視鏡浄化用袋体１（以下、単に袋体という場合がある。）
の構成について説明する。袋体１は、図１及び図２に示すように、内視鏡５を収納可能な
収容部Ａを備えた袋本体１０と、該袋本体１０に収納された内視鏡５の外部に対し流体を
給排するための一本の流体給排用チューブ（請求項１に記載の流体排出用チューブに相当
）１１と、袋本体１０に収納された内視鏡５の内部に対し流体を供給するための一本の流
体供給用チューブ１２とを備えている。
【００２４】
　袋本体１０は、ポリエチレンとポリエチレンテレフタレートとをラミネートしたフィル
ムで作製されている。袋本体１０は、フィルムの長手方向に沿う幅方向両端同士が長手方
向に沿ってヒートシールされて、筒状に形成され、さらに袋本体１０の一方の開口部１０
ａがヒートシールされ、一定幅の帯状の封止部ＨＳとなっている。袋本体１０は平面視に
おいて矩形状で、内視鏡５を収納可能な大きさを有する。
【００２５】
　袋本体１０の一方（上側）の開口部１０ａには、流体給排用チューブ１１および流体供
給用チューブ１２が、袋本体１０の内外を連通するよう袋本体１０の一方の開口部１０ａ
に配置される。この状態で袋本体１０の一方（上側）の開口部１０ａは一定幅（帯状）に
ヒートシールされ封止部ＨＳが形成される。袋本体１０の一方（上側）の封止部ＨＳの内
面と、流体給排用チューブ１１の外面および流体供給用チューブ１２の外面とが固着され
る。袋本体１０の他方（下側）の開口部１０ｂは開放されている。
【００２６】
　流体給排用チューブ１１は、ポリエチレン製で、軸方向に沿って形成された流体給排路
を有する直線状のチューブである。
【００２７】
　流体供給用チューブ（請求項１の浄化用チューブに相当する）１２は、チューブ本体１
３を備えている。該チューブ本体１３は、袋本体１０にヒートシールにより取り付けられ
、袋本体１０の外部にあって流体を供給する供給源に接続される連結部１３ａと、該連結
部１３ａから袋本体１０の内部に向かって延長された延長部１３ｂとを一体に備える。具
体的に、連結部１３ａの下端部は、延長部１３ｂの上端部に差し込まれて接着されている
。なお、流体としては、袋本体１０および内視鏡５を乾燥させる場合には、乾燥用空気を
使用し、内視鏡５を浄化する場合は、浄化用ガス（請求項１の浄化用流体に相当する）を
使用する。
【００２８】
　連結部１３ａは、ポリエチレン製で、流体給排用チューブ１１の流体給排路よりも小径
の流体供給路を有している。この理由として、流体給排用チューブ１１の流体給排路は、
流体を給排する対象を袋本体１０の内部としているのに対し、連結部１３ａの流体供給路
は、流体を供給する対象を内視鏡５の内部（挿入路および流路）としており、袋本体１０
の容積に比して内視鏡５の内部の容積が小さいためである。
【００２９】
　延長部１３ｂは、軟質ゴム製（例えば、ポリウレタン系のエラストマー）で作製され、



(6) JP 2018-102398 A 2018.7.5

10

20

30

40

50

連結部１３ａの流体供給路に連通する連通路を有する。延長部１３ｂは、第一接続部１３
１ｂと、第二接続部１３２ｂと、第三接続部１３３ｂとを備える。
【００３０】
　第一接続部１３１ｂは、チューブ本体１３の長手方向途中に、長手方向に対し交差する
方向にチューブ本体１３から分岐されている。第二接続部１３２ｂは、前記第一接続部１
３１ｂに対し位置ずれした状態で平行して配置され、チューブ本体１３の長手方向途中に
、長手方向に対し交差する方向にチューブ本体１３から分岐されている。第三接続部１３
３ｂは、チューブ本体１３の下端部に一体的に形成されている。
【００３１】
　第二接続部１３２ｂと第三接続部１３３ｂとの間の距離Ｈ１は、第一接続部１３１ｂと
第二接続部１３２ｂとの距離よりも大きく設定されている。これは、内視鏡５の挿入口部
５１、第一取付口５２、第二取付口５３の間の距離に合わせて設定されている。
【００３２】
　内視鏡５の挿入口部５１は、第三接続部１３３ｂに対する接続構造を有する。第一取付
口５２は、第一接続部１３１ｂに対する接続構造を有する。第二取付口５３は、第二接続
部１３２ｂに対する接続構造を有する。
【００３３】
　ここで、挿入口部５１に対する第三接続部１３３ｂの接続構造、第一取付口５２に対す
る第一接続部１３１ｂの接続構造、第二取付口５３に対する第二接続部１３２ｂの接続構
造は、いずれも同一であるため、第一接続部１３１ｂを例にとって以下に説明する。
【００３４】
　第一接続部１３１ｂは、接続部本体１４０ｂと、装着部（請求項３の被覆部に相当する
）１４０ｃとを備える。接続部本体１４０ｂは、チューブ本体１３の長手方向途中に、長
手方向に対し交差する方向にチューブ本体１３から外方に向かって分岐されている。装着
部１４０ｃは、接続部本体１４０ｂの先端部に一体的に形成され、内視鏡５の第一取付口
５２に装着される。
【００３５】
　接続部本体１４０ｂには、チューブ本体１３の連通路に連通し、接続部材５４の導入路
５４０ａに連通する流路１４００ｂが接続部本体１４０ｂの軸方向に沿って形成されてい
る。該流路１４００ｂは、チューブ本体１３の連通路と同一径であり、接続部材５４の導
入路５４０ａよりも大径である。流路１４００ｂは、軸方向全域に亘って同一断面積の円
形断面に形成されている。
【００３６】
　装着部１４０ｃは、外側当接部１４０ｅと、周面当接部１４０ｇと、内側当接部１４０
ｌとを備える。
【００３７】
　外側当接部１４０ｅは、接続部本体１４０ｂの外周面に対し拡径して円環状に形成され
、内視鏡５の接続部材５４の鍔部５４１の外側端面（平面）５４１ｃに沿うように当接す
る当接面（請求項３の気体流路の開口端面）１４０ｄを有する。外側当接部１４０ｅの内
径は、鍔部５４１の外側端面５４１ｃの外径よりも僅かに小さい。
【００３８】
　周面当接部１４０ｇは、外側当接部１４０ｅの端部から接続部本体１４０ｂの先端に向
かって延長され、接続部材５４の鍔部５４１の周面５４１ｂに沿うように当接する内周面
１４０ｆを有する。周面当接部１４０ｇの内径は、鍔部５４１の外径よりも僅かに小さい
。
【００３９】
　内側当接部１４０ｌは、周面当接部１４０ｇの端部から円環状に形成され、接続部材５
４の鍔部５４１と内視鏡５の側面５０ａとの間の空間Ｓに入り込む。内側当接部１４０ｌ
は、接続部材５４の内側端面５４１ａに沿うように当接する当接面１４０ｈ、接続部材５
４の円筒状部５４０を囲う開口１４０ｉの内周面１４０ｊ、内視鏡本体５０の側面５０ａ
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に対向する対向面１４０ｋを有する。内側当接部１４０ｌの開口１４０ｉの直径は、接続
部材５４の円筒状部５４０の外径よりも小さい。内側当接部１４０ｌの厚さ寸法は、接続
部材５４の鍔部５４１と内視鏡５の側面５０ａとの間の距離よりも僅かに小さい。内側当
接部１４０ｌの開口１４０ｉは流路１４００ｂに連通し、開口１４０ｉの内径は、流路１
４００ｂと同一径に形成されている。
【００４０】
　つぎに本発明の袋体１に収納されている内視鏡５を浄化する浄化装置２の構成について
図４～図６を参照して説明する。該浄化装置２は、装置本体２０と、該装置本体２０の内
部に設けられ、前記袋体１を吊り下げる吊下げ機構部２１と、前記袋体１の内部に流体を
供給する流体供給装置２２と、袋体１の下側の開口部１０ｂを封止する袋体封止機構部３
０と、流体給排用チューブ１１および流体供給用チューブ１２を封止するチューブ封止機
構部３１と、装置本体２０の底部に配置された排水用のドレン３２とを備える。
【００４１】
　装置本体２０は、内視鏡５を収納した状態の複数の袋体１を吊り下げられる大きさを有
する箱体からなる。
【００４２】
　吊下げ機構部２１は、上下に配置された一対の上側挟持部２１ａおよび下側挟持部２１
ｂを備える。上側挟持部２１ａは、内視鏡５の第二取付口５３の下側に位置して袋体１を
挟むよう配置される一対の挟持体２１０ａ，２１０ａと、該一対の挟持体２１０ａ，２１
０ａを袋体１に対し近接する方向に移動させたり、袋体１から離間する方向に移動させた
りする操作機構部（図示せず）とを備える。
【００４３】
　下側挟持部２１ｂは、内視鏡５の鉗子を挿入するための挿入口部５１の下側に位置する
よう配置される一対の挟持体２１０ｂ，２１０ｂと、該一対の挟持体２１０ｂ，２１０ｂ
を袋体に近接したり、袋体１から離間させたりする操作機構部（図示せず）とを備える。
【００４４】
　流体供給装置２２は、図５に示すように、乾燥用空気供給系統２３と、乾燥用空気排気
系統２４と、低圧空気供給系統２５と、乾燥用空気切換系統２６と、浄化用ガス供給系統
２７とを備える。
【００４５】
　乾燥用空気供給系統２３は、乾燥用空気供給配管２３０を備え、該供給配管２３０には
、乾燥用空気供給源２３１と、フィルタ２３２と、レギュレータ２３３と、ヒータ２３４
と、開閉弁２３５と、カプラ２３６とが下流側に向かって順次設けられている。
【００４６】
　乾燥用空気供給源２３１は、５～７ｋｇ／ｃｍ２の乾燥用空気を袋体１の内部に対し供
給可能に構成されている。フィルタ２３２は、供給する空気に混在する塵埃をとる。レギ
ュレータ２３３は、供給源２３１から供給される乾燥用空気を、例えば３ｋｇ／ｃｍ２に
調整して流体給排用チューブ１１に供給する。ヒータ２３４は、乾燥用空気供給配管２３
０を通過する乾燥用空気を温風にする。開閉弁２３５は、流体給排用チューブ１１に乾燥
用空気を供給したり、停止したりする。カプラ２３６は、乾燥用空気供給配管２３０と流
体給排用チューブ１１とを接続する。
【００４７】
　乾燥用空気排気系統２４は、供給系統２３の開閉弁２３５の下流側から分岐接続された
吸引配管２４０を備え、該吸引配管２４０には、開閉弁２４１と、袋体１の内部の乾燥用
空気を吸引するバキュームポンプ２４２が設けられている。
【００４８】
　低圧空気供給系統２５は、乾燥用空気供給配管２５０を備え、該乾燥用空気供給配管２
５０には、レギュレータ２５１と、ヒータ２５２と、開閉弁２５３と、カプラ２５４とが
下流側に向かって順次設けられている。
【００４９】
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　レギュレータ２５１は、乾燥用空気を例えば０．２ｋｇ／ｃｍ２に調整して袋体１の内
部に供給する。ヒータ２５２は、乾燥用空気供給配管２５０内を通過する乾燥用空気を温
風にする。開閉弁２５３は、乾燥用空気供給配管２５０内の乾燥用空気を流体供給用チュ
ーブ１２に供給したり、停止したりする。カプラ２５４は、流体供給用チューブ１２と乾
燥用空気供給配管２５０とを接続する。
【００５０】
　乾燥用空気切換系統２６は、ヒータ２３４と開閉弁２３５との間の乾燥用空気供給配管
２３０に一端部が接続され、開閉弁２５３の下流側の乾燥用空気供給配管２５０に他端部
が接続された分岐配管２６０を備え、該分岐配管２６０には、乾燥用空気供給配管２５０
からの乾燥用空気を流体供給用チューブ１２に供給するための開閉弁２６１が設けられて
いる。
【００５１】
　浄化用ガス供給系統２７は、浄化用ガス供給配管２７０を備え、該供給配管２７０には
、浄化用ガスを供給する浄化用ガス供給源２７１と、開閉弁２７２とが設けられている。
浄化用ガスとして、本実施形態では、例えば二酸化窒素（ＮＯ２）が使用される。
【００５２】
　袋体封止機構部３０は、装置本体２０の下部に配置され袋体１の他方（下側）の開口部
１０ｂをヒートシールするよう構成されている。
【００５３】
　チューブ封止機構部３１は、装置本体２０の上部に配置され、袋体１の一方（上側）の
封止部ＨＳに装着された流体給排用チューブ１１および流体供給用チューブ１２自体を封
止する。すなわち袋体１は、流体給排用チューブ１１および流体供給用チューブ１２を介
して袋体１の内部に連通するそれぞれの気体流路を閉塞することで密封される。
【００５４】
　つぎに内視鏡５を浄化する手順について図１～図８を参照して説明する。なお、内視鏡
５は予め洗浄され、袋体１の一方（上側）の封止部ＨＳは、流体給排用チューブ１１およ
び流体供給用チューブ１２が袋体１の内外を連通するように配置された状態でヒートシー
ル（封止）され、袋体１の下側の開口部１０ｂは開放されているものとする。
【００５５】
　まず、洗浄された内視鏡５を袋体１の他方の開口部１０ｂから収容部Ａに収納する。こ
の際、内視鏡５の第一取付口５２および第二取付口５３が一方（上側）の封止部ＨＳ側に
位置するように収納する。
【００５６】
　つぎに流体供給用チューブ１２の第一接続部１３１ｂを内視鏡５の第一取付口５２に取
付けられた接続部材５４に接続し、第二接続部１３２ｂを第二取付口５３に取付けられた
接続部材５４に接続し、流体供給用チューブ１２の第三接続部１３３ｂを、内視鏡５の挿
入口部５１に取り付けられた接続部材５４に接続する。具体的に、第一接続部１３１ｂの
開口を弾性に抗して拡径し、接続部材５４の鍔部５４１を覆うように接続する。
【００５７】
　内視鏡５の接続部材５４と、流体供給用チューブ１２の一対の第一接続部１３０ｂ，１
３１ｂとが接続された状態においては、延長部１３ｂが軟質ゴムで作製されていることか
ら、その弾性復元力によって、内視鏡５の接続部材５４と、流体供給用チューブ１２の一
対の第一接続部１３０ｂ，１３１ｂとが密着して接続される。
【００５８】
　具体的に、図３ａに示すように、接続部材５４の鍔部５４１の外側端面５４１ｃに、流
体供給用チューブ１２の外側当接部１４０ｅの当接面１４０ｄが当接し密着する。接続部
材５４の鍔部５４１の周面５４１ｂに、流体供給用チューブ１２の周面当接部１４０ｇの
内周面１４０ｆが当接し密着する。接続部材５４の鍔部５４１の内側端面５４１ａに、流
体供給用チューブ１２の内側当接部１４０ｌの当接面１４０ｈが当接し密着する。また、
内側当接部１４０ｌは、接続部材５４の鍔部５４１と内視鏡５の側面５０ａとの間の空間
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Ｓに隙間なく入り込み、円筒状部５４０の外周面が、流体供給用チューブ１２の内側当接
部１４０ｌの開口１４０ｉの内周面１４０ｊにより囲われる。内視鏡本体５０の側面５０
ａに、流体供給用チューブ１２の内側当接部１４０ｌの対向面１４０ｋが対向する。
【００５９】
　また、前記接続状態においては、接続部材５４の小径の導入路５４０ａの中心線と流体
供給用チューブ１２の大径の流路１４００ｂの中心線とが同一直線上に位置し、導入路５
４０ａと流路１４００ｂとが連通する。これにより、内視鏡５の流路と流体供給用チュー
ブ１２の供給路とが連通し、流体供給用チューブ１２から内視鏡５の内部への流体の供給
が可能となる。
【００６０】
　つぎに内視鏡５が収納された袋体１を装置本体２０に吊下げる。具体的に、上側挟持部
２１ａの一対の上挟持体２１０ａ，２１０ａは閉じた状態で、下側挟持部２１ｂの一対の
下挟持体２１０ｂ，２１０ｂは開いた状態にある。このため、袋体１を挿入する場合は、
上側挟持部２１ａの一対の上挟持体２１０ａ，２１０ａのうち一方の上挟持体２１０ａを
、他方の上挟持体２１０ａから離間する方向に手動で移動させる。これにより、一対の上
挟持体２１０ａ，２１０ａの間に形成された空間と、離間している状態の下側挟持部２１
ｂの一対の下挟持体２１０ｂ，２１０ｂ間に形成された空間とで、前記袋体１の挿入路が
形成される。複数の袋体１を、装置本体２０の正面から奥側に向かう方向に沿って（袋体
１が並んでいる方向に対して直交方向に）挿入する。
【００６１】
　つぎに挿入路内に向かって袋体１を挿入し、一方の上挟持体２１０ａを他方の上挟持体
２１０ａに近接する方向に移動させる。これにより、袋体１が一対の上挟持体２１０ａ，
２１０ａによって挟持され、袋体１を吊下げることができる。但し、近接した一対の上挟
持体２１０ａ，２１０ａ間は、供給される流体が袋体１の他方（下側）の開口部１０ｂか
ら外部へ送出される隙間となっている。
【００６２】
　つぎに乾燥用空気供給配管２３０の開閉弁２３５を開いて、乾燥用空気供給配管２５０
を通して流体給排用チューブ１１に、例えば３ｋｇ／ｃｍ２の乾燥用空気を供給する。乾
燥用空気供給配管２５０を通して流体供給用チューブ１２に０．２ｋｇ／ｃｍ２の乾燥用
空気を供給し、内視鏡５の外部および内部に対し所定時間の乾燥を行う。
【００６３】
　この所定時間の乾燥においては、一対の上挟持体２１０ａ，２１０ａが互いに近接し袋
本体１０を挟持し支持しているときは、一対の下挟持体２１０ｂ、２１０ｂは袋体１から
離間し袋体１の下側の開口部１０ｂに向かって流れる気体流路を大きくする。この際、袋
体１の上側は、一対の挟持体２１０ａ，２１０ａにより挟持されていても、一対の挟持体
２１０ａ，２１０ａ間には、乾燥用空気の流路を確保できる隙間が形成されている。
【００６４】
　一対の上挟持体２１０ａ，２１０ａが袋体１から離間しているときは、一対の下挟持体
２１０ｂ、２１０ｂが互いに近接し袋体１を挟持し支持する。この際、一対の上挟持体２
１０ａ，２１０ａは袋体１から離間していても、袋体１の上側を支持できる位置にあり、
袋体１は、一つの上挟持体２１０ａ，２１０ａにより支持される。また、袋体１の下側は
、一対の下挟持体２１０ｂ，２１０ｂにより挟持されていても、一対の下挟持体２１０ｂ
，２１０ｂ間には、乾燥用空気の流路を確保できる隙間が形成されている。
【００６５】
　袋体１に対する一対の上挟持体２１０ａ，２１０ａによる挟持と、一対の下挟持体２１
０ｂ，２１０ｂによる挟持とを交互に繰り返し行うことで、供給される乾燥用空気が袋体
１内の全体に効率よく行き渡り、内視鏡５の外部を効率よく乾燥できる。
【００６６】
　つぎに乾燥用空気供給配管２５０の開閉弁２３５を閉じて、分岐配管２６０の開閉弁２
６１を開いて流体供給用チューブ１２に３ｋｇ／ｃｍ２の乾燥用空気を供給する。これに
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より、内視鏡５の第一取付口５２の接続部材５４から流体供給用チューブ１２の第一接続
部１３１ｂが外れ、第二取付口５３の接続部材５４から流体供給用チューブ１２の第二接
続部１３２ｂが外れ、挿入口部５１の接続部材５４から流体供給用チューブ１２の第三接
続部１３３ｂが外れる。
【００６７】
　ここで、接続部材５４から流体供給用チューブ１２の第一接続部１３１ｂ、第二接続部
１３２ｂ、および第三接続部１３３ｂが外れる過程について、第一接続部１３１ｂを例に
とって説明する。まず、図３ｂに示すように、流体供給用チューブ１２を通して内視鏡５
の接続部材５４に供給される乾燥用空気の圧力を０．２ｋｇ／ｃｍ２から３ｋｇ／ｃｍ２

に切換えて供給される。この高圧の乾燥用空気は、鍔部５４１の外側端面（平面）５４１
ｃから外側当接部１４０ｅの当接面（平面）１４０ｄが離脱するように、鍔部５４１の外
側端面５４１ｃと外側当接部１４０ｅの当接面１４０ｄとの間に侵入し、装着部１４０ｃ
を拡径する。すなわち、装着部１４０ｃを鍔部５４１から離脱する方向に押し広げる。こ
れにより、外側当接部１４０ｅの当接面１４０ｄが鍔部５４１の外側端面５４１ｃから離
脱し、周面当接部１４０ｇの内周面１４０ｆが鍔部５４１の周面５４１ｂから離脱し、内
側当接部１４０ｌの当接面１４０ｈが鍔部５４１の内側端面５４１ａから離脱し、開口１
４０ｉの内周面１４０ｊが鍔部５４１の円筒状部５４０から離脱し、対向面１４０ｋが内
視鏡５の側面５０ａから離脱し、結果として接続部材５４から第一装着部１４０ｃが外れ
る（図３ｃ参照）。
【００６８】
　つぎに袋体１内に乾燥用空気が供給され、接続部材５４の表面および流体供給用チュー
ブ１２の第一接続部１３０ｂ，１３１ｂおよび第二接続部１３２ｂの表面に対する乾燥工
程が行われる。
【００６９】
　乾燥工程の終了後、開閉弁２６１が閉じられ、内視鏡５の内部への乾燥用空気の供給が
停止され、内視鏡５の乾燥用空気の供給による乾燥工程が終了する。
【００７０】
　つぎに、袋本体１０の下側の開口部１０ｂをヒートシールにより封止する。
【００７１】
　つぎに、吸引配管２４０のバキュームポンプ２４２を駆動させて、袋体１内を真空引き
し、浄化用気体としての浄化用ガスを供給できる環境にする。
【００７２】
　つぎに、袋体１の内部（内視鏡５の内部を含む）に浄化用ガスを供給する。具体的に、
浄化用ガス供給配管２７０の開閉弁２７２を開いて浄化用ガスを浄化用ガス供給源２７１
から袋体１の内部に供給する。この際、袋体１の内部が真空状態であるため、内視鏡５の
内部にも浄化用ガスが供給される。
【００７３】
　つぎに袋体１のエアーレーションを行う。具体的に、真空排気と、真空排気後の清浄エ
アー供給とを複数回実施する。これにより、袋体１の内部の浄化用ガスおよび内視鏡Ａの
内部の浄化用ガスが確実に除去される。袋体１の内部の浄化用ガスの残留の有無を濃度検
知センサによって確認する。
【００７４】
　そして、袋体１を真空にし、流体給排用チューブ１１および流体供給用チューブ１２を
ヒートシールし密封した状態の袋体１（図２参照）を病院などへ搬送する。なお、流体給
排用チューブ１１および流体供給用チューブ１２をヒートシールするには、多くの電流が
必要となるため、吊り下げた袋体１に対し個々に行う。
【００７５】
　このように、本実施形態では、シール性を向上し得る袋体を提供できる。
【００７６】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
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範囲で適宜変更を加え得ることは勿論のことである。
【００７７】
　例えば、前記実施形態では、浄化用気体としてＮＯ２を使用したが、洗浄液を使用して
もよい。
【００７８】
　また前記実施形態では、袋体１を幅方向に沿って挟持する上下の挟持機構によって吊り
下げるようにしたが、袋体１の一方の開口部１０ａの両側端部を一対のクリップで挟持し
て、袋体１を吊り下げるようにしてもよい。
【００７９】
　また前記実施形態では、袋体１をポリエチレンとポリエチレンテレフタレートとをラミ
ネートしたフィルムで作製したが、これに限定されるものではなく、袋体１の内部に浄化
用ガスを通すことができて、ヒートシールできる素材であればよい。
【００８０】
　また前記実施形態では、流体供給用チューブ１２の第一接続部１３０ｂ，１３１ｂと、
第二接続部１３２ｂの数を３つとしたが、内視鏡５の挿入口部５１や取付口５２，５３の
数に応じて適宜変更可能であり、３つ以上またはそれ以下であってもよい。
【００８１】
　また前記実施形態では、流体供給用チューブ１２の３つの接続部のうち２つをチューブ
本体１３から分岐するようにしたが、図８に示すように、チューブ本体１３から３つを分
岐させるようにしてもよい。また、図９に示すように、チューブ本体１３に接続部として
の接続孔を３つ直接形成するようにしてもよい。なお、チューブ本体１３の長手方向の先
端は閉塞されている。また、第一装着部１４０ｃを接続部材５４の鍔部５４１の外径より
も小径にして、延長部１３ｂの弾性により接続部材５４の鍔部５４１に装着できるように
してもよい。
【００８２】
　また前記実施形態では、内視鏡５の接続部材５４を鍔付き筒体とし、この鍔付き筒体を
被覆できるよう、流体供給用チューブ１２の第一接続部１３１ｂ～第三接続部１３３ｂの
装着部１４０ｃを対応させたが、図１０に示すように、内視鏡５の接続部材５４を円筒状
部５４０のみとし、該円筒状部５４０を被覆できるよう、流体供給用チューブ１２の装着
部１４０ｃを対応させるようにしてもよい。但し、接続部材５４の導入路５４０ａの内径
よりも、流体供給用チューブ１２の流路１４００ｂの内径が大きく、導入路５４０ａの中
心線と流路１４００ｂの中心線とは同一直線上にある。
【符号の説明】
【００８３】
　１…内視鏡浄化用袋体、１０…袋本体、１０ａ…袋本体の一方の開口部、１０ｂ…袋本
体の他方の開口部、１１…流体給排用チューブ、１２…流体供給用チューブ、１３…チュ
ーブ本体、１３ａ…連結部、１３ｂ…延長部、１３１ｂ…第一接続部、１３２ｂ…第二接
続部、１３３ｂ…第三接続部、１４０ｂ…接続部本体、１４０ｃ…装着部、１４０ｄ…当
接面、１４０ｅ…外側当接部、１４０ｆ…内周面、１４０ｇ…周面当接部、１４０ｈ…当
接面、１４０ｉ…内側当接部の開口、１４０ｊ…内周面、１４０ｋ…対向面、１４０ｌ…
内側当接部、１４００ｂ…流路、２…浄化装置、２０…装置本体、２１…吊下げ機構部、
２１ａ…上側挟持部、２１ｂ…下側挟持部、２２…流体供給装置、２１０ａ…上挟持体、
２１０ｂ…下挟持体、２３…乾燥用空気供給系統、２３０…乾燥用空気供給配管、２３１
…乾燥用空気供給源、２３２…フィルタ、２３３…レギュレータ、２３４…ヒータ、２３
５…開閉弁、２３６…カプラ、２４…乾燥用空気排気系統、２４０…吸引配管、２４１…
開閉弁、２４２…バキュームポンプ、２５…低圧空気供給系統、２５０…乾燥用空気供給
配管、２５１…レギュレータ、２５２…ヒータ、２５３…開閉弁、２５４…カプラ、２６
…乾燥用空気切換系統、２６０…分岐配管、２６１…開閉弁、２７…浄化用ガス供給系統
、２７０…浄化用ガス供給配管、２７１…浄化用ガス供給源、２７２…開閉弁、３０…袋
体封止機構部、３１…チューブ封止機構部、３２…排水用のドレン、５…内視鏡、５０…
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内視鏡本体、５１…挿入口部、５１０…挿入路、５２…第一取付口、５２０…流体路、５
３…第二取付口、５３０…吸引路、５４…接続部材、５４０…円筒状部、５４０ａ…導入
路、５４１…鍔部、５４１ａ…内側端面、５４１ｂ…周面、５４１ｃ…外側端面、Ａ…袋
本体の収容部、Ｓ…接続部材の鍔部と内視鏡の側面との間の空間、ＳＨ…袋本体の封止部
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